
☆
出
会
い
の
旅

九
月
二
日
早
朝
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ス
キ
ポ
ー
ル
空

港
に
降
り
立
つ
と
、
そ
こ
は
も
う
晩
秋
、
肌
寒
さ
を
感
ず

る
と
同
時
に
、
独
り
旅
の
不
安
が
胸
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

出
口
で
手
を
振
っ
て
出
迎
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
、
オ
ラ

ン
ダ
在
住
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
綿
野
氏
の
姿
を
見

つ
け
て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
二
度
目
の
オ
ラ
ン
ダ
旅
行

で
す
。綿

野
氏
と
の
お
出
会
い
は
二
年
前
、
神
戸
の
姉
妹
都
市

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
市
で
催
さ
れ
た
、
ジ
ャ
パ
ン
。
イ
ン
・
ロ
ッ

テ
ル
ダ
ム
に
国
際
親
善
使
節
団
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
、

神
戸
婦
人
文
化
協
会
主
催
の
パ
ー
テ
ィ
・
氏
は
デ
ザ
イ
ン

の
お
仕
事
を
通
し
て
、
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
掛
橋
に
な
り

た
い
と
熱
弁
さ
れ
、
お
互
に
良
い
仕
事
を
し
ま
し
ょ
う
と

励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
一
年
後
。
日
蘭
交
易
三
七
五
年
を
記
念
し

て
、
企
画
さ
れ
て
い
る
日
蘭
歴
史
展
に
飾
ら
れ
る
、
百
点

収
ん
ば
ん

近
い
南
蛮
美
術
品
の
、
借
受
契
約
の
た
め
来
日
さ
れ
た
、

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
民
族
博
物
館
副
館
長
レ
ー
ダ
イ
ク
氏
が
、

私
を
た
ず
ね
て
見
え
た
の
で
す
。
タ
イ
ト
ル
、
ポ
ス
タ

ー
、
カ
タ
ロ
グ
に
私
の
〃
書
″
を
起
用
し
た
い
と
。
喜
び

と
戸
惑
い
の
中
で
、
恩
師
、
小
伏
竹
村
先
生
の
励
ま
し
を

得
て
、
掛
橋
と
は
、
良
い
仕
事
と
は
、
〃
書
〃
と
は
、
生

き
る
と
は
と
、
自
問
自
答
の
中
で
、
必
死
で
書
き
送
り
ま

し
た
。ロ

ッ
テ
ル
ダ
ム
、
ペ
ー
パ
ー
市
長
様
の
招
待
状
と
神
戸

宮
崎
市
長
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
そ
れ
に
、
オ
ラ
ン
ダ
総
領

事
の
レ
イ
デ
ッ
カ
ー
ス
様
の
ご
紹
介
状
な
ど
を
し
っ
か
り

持
っ
て
訪
れ
た
博
物
館
は
、
ク
リ
ー
ム
色
の
四
階
建
で
、

港
に
面
し
て
、
美
し
く
そ
び
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
昔
、

王
室
の
ヨ
ッ
ト
用
に
建
て
ら
れ
、
こ
の
度
改
装
さ
れ
た
と

か
。内

部
は
、
神
戸
博
物
館
の
〃
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
展
〃

が
き
っ
か
け
で
企
画
が
準
備
さ
れ
、
日
本
各
地
よ
り
集
め

ら
れ
た
美
術
品
が
、
会
場
狭
し
と
飾
ら
れ
、
障
子
、
冨
士

山
、
朱
塗
り
の
た
い
こ
橋
、
出
島
の
模
型
等
、
日
本
情
緒
た

っ
ぷ
り
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
、
私
の
書
も
３
ｍ
位
の
パ
ネ

ル
に
な
っ
て
コ
ー
ナ
ー
ご
と
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
日
本
色

を
添
え
て
い
ま
し
た
。
別
の
コ
ー
ナ
ー
に
倉
荷
９
国
①
の
①

○
四
崖
瞥
○
蔚
冨
を
、
紹
介
す
る
意
味
で
私
の
書
二
十
五
点

を
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

青
い
目
の
人
達
に
、
〃
日
本
の
書
″
が
ど
う
映
る
の
か

と
て
も
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
大
学

進
学
率
は
、
一
割
と
制
度
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
割
の

イ
ン
テ
リ
の
間
で
〃
害
″
は
禅
や
能
に
通
ず
る
精
神
的
な

垂

杉
田
泰
扇

オ
ラ
ン
ダ
と
の
出
会
い
は

自
分
と
の
出
会
い

纏’

１
１３８
１

〈
沓
近
芸
術
院
公
典
〉
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１
１３９
１

ど
に
ち

い
ア
イ
デ
ア
で
し
た
。
美
術
館
の
広
い
庭
で
は
、
土
、
ｐ
Ｈ

楽
団
を
中
心
に
ダ
ン
ス
カ
ー
ニ
バ
ル
が
開
か
れ
、
満
員
札

止
め
の
盛
況
で
、
ま
る
で
お
祭
り
騒
ぎ
で
し
た
。

国
民
性
の
違
い
は
歴
史
の
違
い
で
あ
り
、
歴
史
を
は
ぐ

く
ん
だ
風
土
の
差
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
暖
か

い
人
情
に
触
れ
、
目
に
映
る
も
の
、
肌
に
感
ず
る
も
の
総

て
の
出
会
い
の
旅
は
〃
自
分
に
出
会
う
旅
で
も
あ
っ
た
〃

と
思
い
ま
す
。

十
七
世
紀
、
海
上
交
易
で
世
界
を
駆
け
め
ぐ
っ
た
オ
ラ

ン
ダ
は
、
今
な
お
積
載
量
世
界
一
を
誇
る
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

港
よ
り
、
こ
の
歴
史
展
を
通
し
、
「
単
な
る
懐
古
展
で
は

な
く
、
今
後
の
経
済
、
文
化
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
内
外
に
呼
び
か
け
、
大
成

功
の
展
覧
会
は
、
そ
の
役
割
を
充
分
に
果
た
し
た
と
思
い

ま
す
。

回
教
室
・
神
戸
市
東
灘
区
住
吉
台
お
ｌ
釦
宵
（
０
７
８
）
８
５
１
．
６
６
４
６
／
芦

屋
市
楠
町
砺
１
７
ゆ
と
り
あ
る
倶
楽
部
言
（
０
７
９
７
）
３
２
‐
０
２
１
０

も
の
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

黒
い
墨
を
含
ま
せ
た
筆
に
情
熱
を
托
し
て
、
和
紙
の
白

に
挑
ん
で
行
く
線
、
東
洋
に
し
か
な
い
〃
幽
玄
の
美
″
を

い
ら
じ
し
よ

国
際
舞
台
に
問
い
た
い
と
、
〃
一
字
垂
屑
″
を
勉
強
し
て
参

り
ま
し
た
も
の
に
と
っ
て
は
、
う
れ
し
い
ご
意
見
で
し
た

「
﹈
四
℃
、
口
の
の
①
○
ｍ
旨
、
村
四
画
①
け
ぐ
の
Ｈ
『
ず
①
四
口
武
烏
口
昌
．
」

そ
の
言
葉
が
、
今
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
正
面
玄
関
で
、
ク
ラ
ウ
ス
殿
下
の

ス
イ
ッ
チ
を
合
図
に
、
真
紅
の
た
れ
幕
が
登
り
、
黒
人
の

楽
団
演
奏
と
共
に
、
無
数
の
風
船
が
青
空
を
彩
り
ま
し

た
。
風
船
に
は
．
番
遠
く
で
拾
わ
れ
た
方
を
ご
招
待
し

ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
つ
い
て
い
て
、
遠
く
は
、
チ
ェ

コ
ス
ロ
バ
キ
ヤ
ま
で
飛
び
、
各
地
で
、
様
々
な
反
響
が
あ

っ
て
、
い
か
に
も
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
オ
ラ
ン
ダ
人
ら
し

１
町
Ｉ

蕊騨 鱗:蕊
鶴‘

罰

;蕊

惑鴛琴駕篭蕊蕊識蕊識織蕊

F ﾏ

右から、下而壷関のたれ幕‘‘廼えるデ・
リーフデ号，，、クラウス殿下と握手、博
物館長ワオルク氏・スタッフ一同と日本
料理店で( 上) 、綿野デザイナーと( 下) 、
会場内タイトルの前 蕊
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灘

鞠
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⑭
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
神
戸
東
が
開
い
た

世
界
児
童
交
換
絵
画
展

子
供
達
が
〃
平
和
〃
描
く

闇
器蕊 雲 ・鰯

腰蕊鍵蕊曹

０
１
４
１
１

十
月
一
一
十
一
日
朝
。
兵
庫
県
民
会
館

三
Ｆ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
神
戸
東
（
黒
丸
富
美
子
会

長
）
が
主
催
し
た
〃
世
界
児
童
交
換
絵

画
展
″
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
〃
平
和
″

の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
〃
平
和
の
祈
り
″

の
詩
を
朗
読
す
る
関
芸
の
梶
本
潔
さ
ん

の
美
し
い
声
で
始
ま
っ
た
。

世
界
六
十
二
カ
国
の
子
供
た
ち
が

〃
平
和
″
を
テ
ー
マ
に
し
た
五
千
点
の

中
か
ら
入
賞
し
た
七
五
○
点
が
飾
ら
れ

た
が
、
子
供
た
ち
の
素
朴
な
、
純
粋
な

〃
平
和
″
へ
の
願
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
立
場
で
考
え
ら
れ
て
、
絵
と
短
い

文
章
を
ク
レ
パ
ス
や
淡
彩
、
版
画
、
色

鉛
筆
、
墨
絵
な
ど
お
国
柄
を
反
映
さ
せ

て
描
き
、
風
刺
的
な
作
品
、
楽
し
く
優

し
い
人
間
的
な
作
品
な
ど
、
一
作
一
作

が
感
動
を
呼
ぶ
素
晴
し
い
作
品
群
で
あ

っ
た
。観

客
に
は
、
国
連
の
年
だ
と
塩
屋
の

ノ
ル
ウ
ェ
ー
学
校
の
四
十
名
の
生
徒
や

ソ
連
、
韓
国
、
イ
ン
ド
な
ど
各
国
の
人

々
も
や
っ
て
来
て
い
る
。
堀
裕
世
委
員

は
「
こ
の
会
場
に
展
示
さ
れ
な
か
っ
た

四
、
二
五
○
点
を
、
参
加
し
た
六
十
二

カ
国
へ
各
五
十
点
づ
つ
送
り
、
交
換
絵

画
展
を
開
い
て
頂
き
ま
す
。
又
、
こ
の

後
、
鳥
取
の
倉
吉
で
十
一
月
、
福
岡
で

一
月
、
和
歌
山
の
田
辺
、
高
知
、
高
山

岡
崎
な
ど
で
一
年
間
、
各
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
が
絵
画
展
を
開
き
、
そ
の
後
、
韓

国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ド
イ
ツ
、
ハ
ン
ガ

リ
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
な
ど
世
界
を
廻
り
ま
す
」

と
語
る
。
女
性
パ
ワ
ー
の
感
性
が
光
る

好
企
画
だ
っ
た
。

回
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
神
戸
東
事
務
局

神
戸
市
東
灘
区
御
影
山
手
４
の
お
の
９
山
中
方

湧
０
７
８
（
８
５
１
）
７
７
１
１

蕊蕊
（右上）塩屋にあるノルウェー学校の子供たちに入賞の表彰状を。（右下）石野国際ソロプチミスト神戸会長を囲んだソロプチ神
戸東のメンバー（左上）宇野県出納長のテープカット（左中）李韓国副領事、羅神戸韓国教育院長を囲んで（左下）梶本潔さん

配
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「
こ
こ
に
美
酒
あ
り
名
づ
け
て
小
鼓
と

い
う
」
と
、
俳
人
高
浜
虚
子
が
歌
っ
た

丹
波
の
銘
酒
〃
小
鼓
″
を
愉
し
み
、
新

鮮
な
丹
波
の
山
の
幸
、
但
馬
海
岸
の
海

の
幸
を
味
わ
っ
て
、
神
戸
と
丹
波
の
文

化
交
流
を
と
、
十
月
十
六
日
の
夕
べ
、

三
宮
〃
千
人
代
官
″
の
酒
代
官
へ
約
六

十
名
が
ノ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん

だ
。
〃
小
鼓
″
の
西
山
裕
三
社
長
は
、

全
国
新
酒
鑑
評
会
で
二
年
連
続
計
四
回

金
賞
の
栄
誉
に
輝
く
丹
波
杜
氏
の
青
木

卓
夫
さ
ん
と
共
に
、
こ
の
夜
の
美
酒

〃
純
米
生
酒
″
と
〃
生
吟
醸
〃
を
提
供
。

〃
千
人
代
官
″
の
千
野
店
長
が
当
日

香
住
で
セ
リ
落
し
た
鯛
、
エ
ビ
、
イ
カ

等
々
サ
シ
ミ
や
ハ
タ
ハ
タ
。
丹
波
の
黒

豆
の
枝
豆
、
ま
つ
た
け
の
土
瓶
蒸
し
な

ど
料
理
も
心
が
こ
も
り
、
西
村
理
社
長

も
「
丹
波
の
香
り
を
」
と
大
サ
ー
ビ
ス

丹
波
立
抗
焼
の
作
家
市
野
弘
之
さ
ん

が
「
第
一
回
の
交
流
会
が
誕
生
し
て
何

よ
り
」
と
会
長
の
言
葉
。
こ
う
べ
芸
文

議
長
服
部
正
さ
ん
は
、
大
の
小
鼓
フ
ァ

ン
と
あ
っ
て
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
、
文

化
人
の
酒
徒
横
綱
の
望
月
美
佐
さ
ん
も

〃
動
の
書
と
歌
″
を
。
他
に
嶋
田
勝

次
、
水
谷
頴
介
、
宮
本
豊
子
、
浜
淵
節

夫
、
有
井
基
、
清
水
治
郎
、
村
上
和

子
、
木
村
次
郎
吉
、
久
保
田
武
、
花
柳

芳
恵
一
子
、
白
石
弘
子
、
増
田
正
和
さ

ん
ら
の
顔
も
見
え
最
後
は
デ
カ
ン
シ
ョ

節
で
盛
り
上
っ
た
。

国
第
２
回
は
Ｔ
２
月
１
日
丹
波
西
山
酒
造
を
訪
ね
、

城
崎
西
村
屋
で
一
泊
旅
行
を
企
画
。
事
務
局
／
月
刊

神
戸
っ
子
内
酋
叩
翻
）
２
２
４
６

画
千
人
代
官
／
日
本
生
命
三
宮
駅
前
ピ
ル
Ｂ
Ｆ

奮
肺
（
醜
）
３
３
５
５

回
西
山
酒
造
／
兵
庫
県
氷
上
郡
市
島
町
中
竹
田
一

一
七
一
胃
０
７
９
５
（
妬
）
０
３
３
１

( 右上）あいさつする中央・西村理社長。西山裕三社長（右）青木杜氏（左）（上左）市野弘之会長のデカンショ節で丹波色あふれ
る会場。（左右下）は吟醸酒小鼓を楽しみ丹波と香住の山と海の幸を味わう「小鼓会」のメンバーたち。

織
艶
唖
普
睡

’
141

蕊

1１ ●
美
酒
〃
小
鼓
″
を
〃
千
人
代
官
″
で
味
わ
う

丹
波
レ
」
神
戸
の

文
化
交
流
「
小
鼓
会
」
開
く

唖』鴬
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雀
の
、

雀
く
や
み

枝
花
筏
一

佳
人
酒
盛

雀
湖
の

★
桂
枝
雀
独
演
会

皿
同
（
金
）
咽
時
半
芦
憾
ル
ナ
ホ
ー
ル

２
３
０
０
円

協
演
、
雀
司
、
雀
々
で
、
全
国

的
に
落
語
フ
ァ
ン
に
人
気
の
あ

る
枝
雀
の
独
演
会
。
演
目
は
枝

☆
ア
ン
デ
ス
の
染
色
と
工
芸
展

染
織
は
人
類
の
文
明
の
発
生

と
と
も
に
始
ま
り
、
生
活
と
密

接
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
大
き

な
関
心
を
集
め
て
き
た
。
南
ア

メ
リ
カ
大
陸
の
現
在
の
ペ
ル
ー

共
和
国
を
中
心
と
し
た
地
域
は

蕊
鍾
雛加ていた

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
染
織

は
独
自
の
技
術
と
豊
か
な
色
彩

表
現
を
み
せ
、
文
搬
に
は
擬
人

化
さ
れ
た
動
物
、
魚
な
ど
、
ま

た
工
芸
品
で
は
自
由
な
造
形
表

現
の
土
器
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ

の
他
、
仮
面
や
装
身
具
な
ど
多

彩
な
作
品
は
、
現
代
の
我
々
の

眼
と
心
に
も
強
く
語
り
か
け
て

雪
含
冒

ご
斎

鰻
古
典
芸
能

鳥
屋
坊
主
、
雀
々
の
と
な
り
の

桜
。国

．
。
＊

☆
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
弦
楽
四

重
奏
団
演
奏
会

豊
か
な
気
候
と
風
土
に
恵
ま

れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
・

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
。
兵
庫

県
は
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州

鶏
〆
蝋
識

鶏
》
》
擢

鶏
巽
蝿

鵜
熊
撫

上
、
中
央
区
下
山
手
通
５
丁
目

ｍ
ｌ
ｌ
県
庁
文
化
課
「
西
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
」
係
ま
で
。

☆
４
つ
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

劇
団
四
季
が
、
減
出
浅
利
慶
太

で
全
国
の
子
供
た
ち
の
た
め
に

本
当
の
愛
と
は
何
な
の
か
、
を

問
い
か
け
る
。

☆
劇
団
四
紀
会
元
町
小
劇
場
ア

ー
ト
プ
ラ
ザ
加

「
埋
め
ら
れ
た
子
供
」

８
日
（
土
）
四
時
９
同
（
側
）
皿
時
四
時

ｎ
日
（
火
）
哩
日
（
水
）
咽
時
場
所
・
劇

団
四
紀
会
稽
古
場
（
元
町
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
６

Ｆ
）
大
人
１
３
０
０
円
学
生
１
１
０
０
円

一
九
七
九
年
、
ア
メ
リ
カ
文
化

界
で
最
も
権
威
あ
る
ピ
ュ
リ
ッ

ッ
ァ
賞
を
演
劇
部
門
で
受
賞
し

た
作
品
。
死
を
側
前
に
し
た
お

い
ぼ
れ
父
親
、
無
力
で
い
さ
さ

か
頭
の
お
か
し
い
母
親
、
絶
望

状
態
に
陥
っ
た
農
場
に
は
い
ま

わ
し
い
過
去
が
あ
っ
た
。

裏
庭
の
土
の
中
に
葬
ら
れ
た

近
親
相
姦
の
子
ア
ン
セ
ル
は
？

狂
っ
た
長
男
の
テ
ィ
ル
デ
ン
と

片
脚
の
次
男
の
プ
ラ
ッ
ド
レ
ー

は
生
き
て
い
る
の
か
？
そ
れ
ぞ

れ
過
去
は
ま
っ
た
く
く
い
途
っ

蕊

た
Ｃ

三
Ｊ
蝋
舞

曲
第
詔
番
」
ロ
ド
リ
ー
ゴ
「
ア

亀
。
。

釦
回
記
念
〃
泣
か
な
い
で
〃

酒
と
男
に
つ
ま
づ
い
て
人
生
を

蝋
》
識

そ
の
娘
が
、
善
意
と
反
擁
を
織

ら
せ
る
愛
と
感
動
の
物
語
。
出

刷
時
間

ロ
ボ

ッ
ト

１

１４２
１

問
題
児
が
集
ま
っ
た
学
園
だ
。

子
供
た
ち
は
規
則
に
締
め
つ
け

ら
れ
て
生
き
生
き
と
し
た
人
間

ら
し
さ
を
失
っ
て
い
る
。
そ
ん

な
あ
る
口
、
理
事
長
が
子
供
た

ち
の
理
想
の
母
親
像
の
ロ
ボ

劇団四季

ルンをスル‐
しタレーコェ
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済
：

一

佳
子
の

子
「
文
売

奉
り
」
は

間
今
年
五

藤
月
、
東

京
の
国

１

１４３
１

漫
篤

☆
第
加
回
藤
園
会
公
演

９
日
（
Ｒ
）
加
時
国
際
会
館
大
ホ
ー
ル

二
年
に
一
度
の
割
合
で
上
演
さ

れ
る
藤
園
会
公
演
も
、
今
年
で

加
回
目
を
迎
え
た
。

番
組
は
、
第
一
部
「
蝶
の
道

行
」
に
藤
間
秀
品
、
苅
奈
子
。

た
人
間
た
ち
で
ド
ラ
マ
は
進
め

ら
れ
て
い
く
。
演
出
・
三
村
省

三
。
キ
ャ
ス
ト
・
司
村
満
、
矢

野
し
げ
る
、
青
木
克
也
ほ
か
。

☆
神
戸
市
民
交
響
楽
団
第
あ
回
定
期
演

奏
会銅

円
（
Ｒ
）
皿
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
８
０
０
円
（
小
磐
距
坐
４
０
０
円
）

☆
麻
烏
千
穂
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ウ

８
日
（
土
）
皿
時
郵
時
ポ
ー
ト
ピ

ア
棚
２
Ｆ
レ
ス
ポ
ワ
ー
ル
ホ
ー
ル
昼

１
２
０
０
０
円
夜
１
５
０
０
０
円

☆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
シ
ン
タ
グ
マ
・
ム
ジ

ク
ム即

日
（
木
）
四
時
神
戸
市
立
博
物
館

３
０
０
０
円

☆
オ
ペ
ラ
「
ル
サ
ル
カ
」

理
門
（
水
）
蜘
旧
（
木
）
蝿
時
半
ア

ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
Ａ
４
５
０
０
円

Ｂ
３
０
０
０
ｍ
い

☆
Ｎ
響
ト
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
ナ
イ
ト

郵
同
（
木
）
廻
時
ル
ナ
ホ
ー
ル
Ｓ

４
０
０
０
円
Ａ
３
０
０
０
円

☆
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ゼ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
演
奏
会

蝿
側
（
火
）
昭
時
半
国
際
会
館
Ｓ

Ｓ
６
０
０
０
門
Ｓ
５
０
０
０
円

Ａ
４
０
０
０
円
Ｂ
３
０
０
０
町

衝
《
。
※

立
文
楽
劇
場
で
の
「
明
Ⅱ
を
に

な
う
新
進
舞
踊
邦
楽
の
観
賞

会
‐
一
の
再
演
と
な
る
。

輿
：

☆
市
民
映
画
劇
場
「
ア
ル
シ
ノ
と
コ
ン

ド
ル
」

６
臼
（
木
）
１
８
日
（
土
）
平
日
肥
時

半
土
曜
必
時
妬
時
短
分
岨
時
半

神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
－
０
０
０
円

忽
。
”

「
賎
機
帯
」
に
藤
間
富
紗
晃
、

永
晃
ほ
か
。

第
二
部
「
鞍
馬
獅
子
」
に
藤

間
秀
鳳
、
翠
晃
、
「
多
摩
川
」

に
藤
間
京
晃
。
最
後
の
藤
間
新

★
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
Ｔ
。
Ｏ
｜
人
芝
居
一
一

本
立
公
演

妬
円
（
水
）
四
時
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
２
５
０
０
円

★
劇
団
ふ
お
る
む
公
演
「
ラ
ブ
レ
タ

ー
」
８
，
（
土
）
皿
時
哩
時
９
日

（
脚
）
、
時
ル
ナ
ホ
ー
ル
一
般
１

５
０
０
円
中
高
生
８
０
０
円

☆
「
吉
村
雄
輝
〃
近
松
″
を
舞
う
」

８
日
（
七
）
町
時
半
９
日
（
日
）
皿

時
つ
か
し
ん
ホ
ー
ル
一
般
４
０
０

０
円
挙
生
３
３
０
０
円

２
０
０
０
，
Ｊ

亀
。
．

★
マ
ル
ク
・
ラ
フ
ォ
ー
レ
リ
サ
イ
・
タ
ル

妬
日
（
水
）
四
時
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ

ー
ル
Ａ
４
５
０
０
円
Ｂ
４
０
０
０

円
Ｃ
３
５
０
０
円

★
高
橋
静
山
シ
ョ
ー
「
津
軽
の
響
き
」

２
，
（
日
）
、
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
２
５
０
０
円

★
オ
ペ
ラ
「
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髪
師
」

週
日
（
木
）
型
日
（
金
）
浬
時
醒
日

（
土
）
昭
畦
聴
手
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

質
：

罪を犯したのだろうか

現輪★第第★ドカ☆’ 8 6 神☆
代島大１２１１県イナギ戸ギ
洋う丸四回民ツダヤ現ヤ
慨斎ｉｉＩ讃罷濡埼
羅庭蔦醤鮮爵講峰
家孫本ヤ展作ル・ん
展１０１０展1 1 1 1 1 1 1 ラ１１１１家テ皿うち
／／／展リ／／展イ／エか
３０２９ 1 １１１４．６ス
ＩｌＩｌＩｌテ
１１ｕｌｌｌｌｌｌｌｌィ
／／／／／／（
４３５１７ 1 ０１１ル

舞維罵獅鵬７溌融鯉; 雛儒粥舞維竜統回ヤ巾イの検道好ヤズ打ヤ裕花具ヤク庭立県主版ンみヤ忠手中
五ラ紀ヤ金定個克ラガ也ラ達展展ラル園近芙休面パちう生能古

謙縫謝: 腫腫# 縫螺：嬢礁簾灘謹鱗戸ギプ術り公ドプロ館協家たギ１
１１１ユヤ１１腿１１部１１１１か１１募１１．１１１１１０レ１１勝１１会1 1展1 0ずヤ１２卜1 1 1 1 1 1 1 1
／／ラ／／腿／／わ／展／ラ／／／／弘／会／／ねラ／ラ／／／／
３１１リ２７２０１３６２４１．２６１２２９６ピ２８負２１３１てリ５イ2 7 2 0 1 3 6
１１ＩｌｌｌｌｌＩペＩｌｌＩデＩ展ｌＩＩＩンｉｌｌＩ
１１１１１２１１１１１１１１１１１２１１１１１１オ１２１１１１１２１２１１１１１１
／／／／／／／／／／／／ス／，／／／／／／／
1 ０１６ 2 2 5 1 8 1 1 3 ０ 9 1 1 7 1 0 2 0 ぺ 3 2 6 1 2 1 ４２２５１８１１

☆
俳
優
座
公
座
「
心
ｌ
わ
が
愛
」

即
日
（
木
）
１
詑
日
（
土
）
咽
時
巧
分

配
日
（
日
）
蝿
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
レ
３
０
０
０
リ

☆
遠
藤
周
作
原
作
〃
海
と
毒
薬
″

晦
日
（
土
）
Ｉ
墾
周
（
金
）
新
ア
サ
ヒ
劇
場

に
て
公
開
一
般
１
２
０
０
円
（
当
日
１

５
０
０
円
）
学
生
１
１
０
０
円
（
当
日

１
３
０
０
円
）

大
平
洋
戦
争
末
期
に
起
き
た

米
軍
捕
虜
の
生
体
解
剖
実
験
。

こ
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
を

題
材
と
し
た
遠
藤
周
作
の
『
海

と
毒
薬
』
。
こ
の
問
題
作
に
真

向
か
ら
取
組
み
、
熊
井
啓
艦
督

鋳鍵相
反
す
る
性
格
の
医
学
生
勝

呂
（
奥
田
瑛
二
）
と
戸
田
（
渡

辺
謙
）
の
二
人
の
姿
を
通
し
て

日
本
人
の
罪
と
罰
に
対
す
る
意

識
の
あ
り
方
を
描
き
出
す
。

☆
こ
の
映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
・
氏

名
を
明
記
。
神
戸
っ
子
〃
ア
サ
ヒ
〃
係
へ

が
企
画
以
来
胆
年
の
歳
月
を
経

て
、
い
よ
い
よ
映
画
化
さ
れ
た
。
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｢ ジンジャーとフレッ間

閲
峠

'〆 電

１
１４４
１

罫

, 晶惑

蕊

震
鍵

■ＣＩＮＥＭＡ試写室

淀ｊＩＩ長治
く映画評論家〉

織鍵蕊識

；
鐙〕

イ
タ
リ
ア
の
フ
ェ
デ
リ
コ
・
フ
ェ
リ
ー
ニ
監
督
は
初
期
作
「
青

春
群
像
」
（
一
九
五
三
）
い
ら
い
ず
っ
と
一
一
１
ノ
・
ロ
ー
ダ
の
音

楽
で
ム
ー
ド
を
盛
り
あ
げ
た
。
そ
の
ニ
ー
ノ
が
一
九
七
九
年
に
フ

ェ
リ
ー
一
一
の
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
リ
ハ
ー
サ
ル
」
（
一
九
七
九
）

を
最
後
に
六
十
八
才
で
亡
く
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
か
こ
の
あ
と
の

「
女
の
都
」
（
一
九
八
○
）
も
「
そ
し
て
船
は
行
く
」
（
一
九
八
三
）

も
美
し
い
シ
ャ
ン
パ
ン
。
グ
ラ
ス
の
中
に
シ
ャ
ン
パ
ン
の
無
き
さ

び
し
さ
を
受
け
た
。
そ
れ
ゆ
え
か
フ
ェ
リ
ー
一
一
は
「
ジ
ン
ジ
ャ
ー

と
フ
レ
ッ
ド
」
（
一
九
八
五
）
を
ア
メ
リ
カ
の
メ
ロ
デ
ィ
、
そ
れ

も
〃
キ
ャ
リ
オ
カ
〃
や
〃
チ
ー
ク
。
ツ
ゥ
・
チ
ー
ク
″
な
ど
の
懐

し
き
ジ
ン
ジ
ャ
ー
と
フ
レ
ッ
ド
の
ダ
ン
ス
映
画
の
メ
ロ
デ
ィ
を
用

い
、
こ
の
二
人
の
、
そ
れ
も
〃
そ
っ
く
り
″
芸
人
を
こ
こ
に
登
場

さ
せ
た
の
だ
。
な
ん
と
い
う
こ
の
脚
本
／
、

三
○
年
ま
え
ア
メ
リ
ア
（
ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ
。
マ
シ
ー
ナ
）
と
ピ

ッ
ポ
（
マ
ル
チ
エ
ロ
・
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
一
一
）
は
ア
メ
リ
ア
の
ジ
ン

、
、
、
、

ジ
ャ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
と
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ス
テ
ィ
ア
の
も
の
ま
ね

芸
人
と
し
て
人
気
を
呼
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
人
は
正
直

に
申
し
て
今
で
は
年
も
と
り
世
間
か
ら
の
、
つ
ま
り
舞
台
か
ら
の

お
呼
び
も
な
く
、
こ
の
一
一
人
は
三
○
年
こ
の
か
た
別
れ
た
ま
ま
だ

っ
た
。
そ
の
二
人
が
ロ
ー
マ
の
テ
レ
ビ
局
か
ら
の
呼
び
だ
し
を
受

け
た
の
だ
っ
た
。

ア
メ
リ
ア
が
ロ
ー
マ
の
駅
に
着
い
た
と
き
、
す
で
に
ク
リ
ス
マ

ス
。
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
豆
電
気
が
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
の
か

わ
り
の
チ
キ
ン
で
あ
ろ
う
か
タ
ー
キ
ー
で
あ
ろ
う
か
そ
の
巨
大
な

む
き
肉
が
高
く
見
上
げ
る
と
こ
ろ
か
ら
吊
り
下
ろ
さ
れ
て
い
る
そ

し
よ
く
に
く

の
食
肉
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
を
見
上
げ
な
が
ら
今
し
も
夕
刻
か

ら
夜
へ
の
電
気
が
駅
に
町
に
巨
大
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
に
い
っ

せ
い
に
バ
ツ
と
き
ら
め
き
、
ア
メ
リ
ア
は
テ
レ
ビ
局
迎
え
の
バ
ス

に
乗
る
。
こ
の
バ
ス
に
は
ゲ
イ
ブ
ル
や
ベ
テ
ィ
・
デ
ヴ
ィ
ス
な
ど

の
そ
っ
く
り
芸
人
た
ち
も
乗
り
こ
ん
で
い
た
。
こ
び
と
の
タ
ン
ゴ

・
ダ
ン
サ
ー
た
ち
も
。

こ
の
よ
う
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
話
す
紙
数
も
な
く
、
こ
れ
か
ら
ご

ら
ん
の
人
た
ち
に
は
話
さ
ぬ
こ
と
こ
そ
が
こ
の
頁
の
本
筋
で
あ
ろ

う
。
フ
ェ
リ
ー
一
一
は
日
本
未
封
切
の
第
一
作
「
寄
席
の
脚
光
」
（
一

フェリーニのＴＶｏＸ' ｍａｓ・ｓｈｏｗ映画
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》

錨
望

九
五
○
）
い
ら
い
旅
芸
人
や
辻
芸
人
の
出
る
「
道
」
や
占
い
師
の

舞
台
マ
ジ
ッ
ク
を
シ
ー
ン
に
加
え
た
「
カ
ビ
リ
ァ
の
夜
」
（
一
九

、
、
、
、

五
七
）
な
ど
の
ご
と
く
、
う
ら
ぶ
れ
た
芸
人
の
シ
ョ
ゥ
の
舞
台
を

画
面
に
見
せ
る
の
が
好
き
な
監
督
だ
。
フ
ェ
リ
ー
ニ
は
少
年
の
こ

ろ
サ
ー
カ
ス
に
魅
せ
ら
れ
三
度
も
家
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。

×

ア
メ
リ
ア
は
今
や
逃
れ
得
ぬ
老
い
を
相
手
の
ピ
ッ
ポ
に
見
せ
る

こ
と
を
こ
わ
が
っ
た
。
し
か
し
三
○
年
振
り
に
逢
っ
た
ピ
ッ
ポ
も

あ
の
昔
の
二
枚
目
振
り
は
今
や
消
え
果
て
て
足
も
も
つ
れ
る
初
老

の
白
髪
め
だ
つ
ピ
ッ
ポ
に
変
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
一
一
人
は
テ
レ

ビ
・
ス
タ
ジ
オ
の
そ
の
目
も
く
ら
む
ラ
イ
ト
の
下
に
立
っ
た
。
テ

、
、
、

レ
ピ
用
意
の
や
ら
せ
の
拍
手
が
鳴
り
ひ
び
く
。
司
会
（
ブ
ラ
ン
コ

・
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ッ
ィ
）
が
〃
さ
て
、
皆
さ
ん
″
と
キ
ャ
メ
ラ
に
向

、
、
、
、

っ
て
呼
び
か
け
る
。
老
い
た
も
の
ま
ね
芸
人
、
残
酷
な
｝
」
の
テ
レ

ビ
の
ク
リ
ス
マ
ス
余
興
シ
ョ
ウ
。
男
の
足
が
も
つ
れ
床
に
倒
れ
か

け
た
。
こ
の
瞬
間
、
テ
レ
ビ
局
、
い
つ
せ
い
の
停
電
と
な
っ
た
。

広
い
円
形
舞
台
で
二
人
は
し
ゃ
が
み
こ
ん
だ
。
床
に
倒
れ
て
伏
し

た
彼
、
そ
の
相
手
の
ア
メ
リ
ア
、
二
人
は
こ
の
と
き
．
こ
の
く
ら

,鰯翻

こ
の
フ
ェ
リ
ー
ニ
の
残
酷
は
、
し
か
し
思
え
ば
フ
ェ

リ
ー
ニ
の
残
酷
に
非
ず
し
て
フ
ェ
リ
Ｉ
二
が
す
る
ど

く
調
刺
の
テ
レ
ビ
・
面
白
半
分
・
シ
ョ
ウ
へ
の
皮
肉

の
調
刺
で
あ
ろ
う
か
。

け
れ
ど
も
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ
の
ア
ス
テ
ィ
ア
・
ス

タ
イ
ル
の
タ
ッ
プ
の
見
事
さ
、
マ
シ
ー
ナ
の
ジ
ン
ジ

ャ
ー
振
り
の
可
愛
い
さ
、
フ
ェ
リ
ー
一
一
は
こ
こ
に
彼

の
秘
蔵
っ
子
二
人
を
初
め
て
共
演
さ
せ
た
の
だ
。
そ

し
て
ま
た
テ
レ
ビ
司
会
役
の
ブ
ラ
ン
コ
・
フ
ァ
ブ
リ

ッ
ッ
ィ
は
初
期
作
品
「
青
春
群
像
」
「
崖
」
い
ら
い

の
フ
ェ
リ
ー
一
一
映
画
懐
し
き
男
優
だ
。

「
ジ
ン
ジ
ャ
ー
と
フ
レ
ッ
ド
」
こ
そ
は
残
酷
シ
ョ

ウ
。
し
か
し
こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
シ
ョ
ウ
に
三
○
年

振
り
の
再
会
の
こ
の
二
人
に
再
び
愛
の
よ
み
が
え
る

こ
の
〃
め
ぐ
り
逢
い
〃
の
哀
れ
や
さ
し
き
美
し
さ
。

フ
ェ
リ
ー
ニ
こ
と
し
六
十
五
才
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
若

さ
は
失
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。’

1４５
１

や
み
の
中
で
、
か
つ
て
人
気
を
呼
ん
だ
あ
の
昔
を
思
っ
た
。
誇
り

を
持
て
、
芸
人
ふ
ぜ
い
と
自
分
を
さ
げ
す
む
連
中
に
、
今
も
変
ら

ぬ
ス
テ
ッ
プ
の
美
し
さ
を
見
せ
る
の
だ
。
こ
の
と
き
、
目
も
く
ら

む
輝
き
で
灯
り
が
つ
い
た
。

二
人
は
踊
っ
た
。
男
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
や
し
く
も
つ
れ
か
け
る

と
相
手
の
ア
メ
リ
ア
が
小
声
で
〃
右
に
三
歩
″
と
リ
ー
ド
し
た
。

男
の
若
づ
く
り
の
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
、
女
の
ジ
ン
ジ
ャ
ー
そ
っ
く
り

の
ブ
ロ
ン
ド
の
か
つ
ら
、
そ
し
て
ダ
ン
ス
・
ド
レ
ス
。
こ
の
二
人

の
ク
リ
ス
マ
ス
・
シ
ョ
ウ
の
〃
め
ぐ
り
逢
い
〃
。
二
人
の
目
に
光

る
涙
を
誰
か
知
る
。

×

フ
ェ
リ
ー
ニ
が
こ
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
（
人
情
ぱ
な
し
）
を
映
画

に
し
た
こ
と
は
珍
ら
し
い
。
そ
し
て
こ
の
と
き
六
十
一
才
の
マ
ス

ト
ロ
ャ
ン
ニ
、
こ
の
と
き
六
十
五
才
の
マ
シ
ー
ナ
、
こ
の
二
人
の
、

「
鴎
」
そ
し
て
あ
の
「
道
」
の
ジ
ェ
ル
ソ
ミ
ー
ナ
を
思
う
と
き
、

、
、
、
、

》
」
の
一
一
人
を
う
ら
ぶ
れ
た
も
の
ま
ね
芸
人
、
い
つ
わ
り
の
ジ
ン
ジ

ャ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
と
、
に
せ
者
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ス
テ
ィ
ァ
と
し

て
踊
ら
せ
た
こ
の
フ
ェ
リ
ー
ニ
の
残
酷
は
、
し
か
し
思
え
ば
フ
ェ

年老いたピッポとアメリアはテレビ・ショーで躍る
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ファミリアラポルテ店
ジナオウベイ品提社ル
ユルリエビンを携とダ
アカジアＩにメ商のン

美味しいお料理に満足

ル
ゥ
ェ
ァ
、
輸
入
雑
貨
、
ピ
ー

タ
ー
ラ
ピ
ッ
ト
な
ど
が
揃
う
。

ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
木
製
玩
具

「
セ
ピ
」
の
楽
し
い
お
遊
び
コ

ー
ナ
ー
も
で
き
る
。
芦
屋
の
子

供
達
の
新
し
い
遊
び
場
と
し
て

注
目
さ
れ
そ
う
だ
。

芦
屋
市
船
戸
町
４
１
１
１
醒

官
（
０
７
９
７
）
３
８
１
２
５
５
５

○
℃
、
ｚ

☆
フ
ァ
ミ
リ
ア
が
芦
屋
に
進
出

ラ
ポ
ル
テ
に
オ
ー
プ
ン

国
鉄
芦
屋
駅
北
側
に
ｎ
月
１

日
誕
生
す
る
ラ
ポ
ル
テ
本
館
２

Ｆ
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
芦
屋
店

（
大
石
マ
キ
店
長
）
が
鯛
店
舗

目
の
直
営
店
と
し
て
オ
ー
プ
ン

す
る
。
ベ
ル
ギ
ー
の
デ
ュ
ジ
ャ

ＳＰＥＣｌＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

ｉ
ヒ
ー
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ウ

ィ
ー
ト
テ
ィ
ス
ト
の
風
味
が
生

か
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
グ
ラ

ム
缶
入
り
で
、
￥
７
８
０
．
小

粋
な
香
り
と
深
い
味
わ
い
が
人

気
を
呼
び
そ
う
。

ロ
一
三
三
ｍ
力

☆
季
節
感
あ
ふ
れ
る
栄
弥
の

〃
四
季
の
魚
を
愉
し
む
〃
会

神
戸
ほ
ど
、
お
い
し
い
各
国
料

理
が
揃
っ
た
恵
ま
れ
た
街
は
な

い
の
で
は
・
・
・
。

し
か
し
、
四
季
の
移
る
い
を

見
事
に
映
し
出
す
、
と
な
る
と

何
ん
と
い
っ
て
も
日
本
料
理
。

三
宮
神
社
東
の
栄
弥
が
、
魚
で

め
ぐ
る
季
節
を
愛
で
る
〃
四
季

の
魚
を
愉
し
む
会
″
を
ス
タ
ー

ト
。
９
月
即
日
６
時
半
、
栄
弥

本
店
に
て
第
１
回
目
の
会
が
催

さ
れ
た
。

１
万
円
の
会
費
で
集
っ
た
加

弔
は
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
食
通
。
お

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、

神
戸
か
ら
東
京
に
ま
で
及
ぶ
と

神戸百店会だより
軍

弼蒔￥

「
ア
一
元

☆
平
安
の
雅
び
を
伝
え
る

源
氏
の
由
可
里
展

加
月
２
Ⅱ
か
ら
７
側
ま
で
、

大
丸
神
戸
店
７
階
に
於
て
、
神

戸
風
月
堂
創
作
和
菓
子
〃
源
氏

の
由
可
里
″
作
品
鯛
点
が
展
示

さ
れ
た
。

っ
て
お
き
の
店
の
お
す
す
め
メ

ニ
ュ
ー
の
情
報
交
換
に
熱
が
入

り
、
２
時
間
半
あ
ま
り
の
時
間

は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

さ
ん
ま
の
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
煮

な
ど
新
趣
向
の
品
も
披
露
さ
れ

次
回
（
１
月
下
旬
予
定
）
を
楽

し
み
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

画
栄
弥
本
店
／

茸
３
３
１
１
５
７
７
２
．
５
６
７
４

吉川冬季子さんと創作和菓子

之
四
三
「
ア
の
、

☆
コ
ー
ヒ
ー
文
化
史
に

魅
力
の
シ
リ
ー
ズ
完
成

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
瑚
誹
か
ら
好
評

の
〃
異
人
館
倶
楽
部
″
に
加
え

新
シ
リ
ー
ズ
が
登
場
し
た
。

〃
仏
蘭
西
館
″
〃
伊
太
利
館
″

〃
亜
米
利
加
館
″
の
洋
館
シ
リ

ー
ズ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
情
緒

が
漂
う
。
イ
タ
リ
ア
の
エ
ス
プ

リ
ッ
ソ
コ
ー
ヒ
ー
の
風
味
や
ョ

１
口
シ
バ
円
熟
の
フ
レ
ン
チ
コ

１
１４６
１

魅力の洋館シリーズ

村
上
リ
ゥ
先
生
の
「
源
氏
物

語
を
聞
く
会
」
に
お
菓
子
を
納

入
す
る
こ
と
に
端
を
発
し
、
加

年
の
歳
月
を
か
け
、
風
月
堂
の

吉
川
冬
季
子
相
談
役
が
創
作
し

た
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
。
展

示
会
も
３
回
目
だ
が
、
銘
点
が

一
同
に
展
示
さ
れ
る
の
は
今
回

が
は
じ
め
て
。
〃
桐
壷
″
の
巻

で
は
、
〃
源
氏
と
葵
上
″
と
銘

を
う
た
れ
た
和
菓
子
が
そ
れ
ぞ

れ
を
象
徴
し
て
い
る
。
巻
に
ち

な
ん
で
登
場
人
物
と
情
景
が
創

意
工
夫
さ
れ
て
い
る
が
、
一
つ

一
つ
に
こ
め
ら
れ
た
愛
情
が
に

じ
み
出
て
、
典
雅
な
雰
囲
気
の

中
に
も
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
暖
か

さ
が
感
じ
ら
れ
た
。
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『
Ｃ
型
○
い

●
、
月
狸
日
（
水
）
Ｉ
Ⅳ
日
の
６
日

間
神
戸
貿
易
促
進
セ
ン
タ
ー
展
示

ホ
Ｉ
ル
に
於
て
、
〃
ア
フ
リ
カ
と

日
本
こ
ど
も
絵
画
本
流
展
″
が
開

催
さ
れ
る
。
社
団
法
人
関
西
ア
フ

リ
カ
協
会
主
催
で
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島

伽
俳
の
協
賛
。
今
年
６
月
関
西
ア

フ
リ
カ
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
を

機
に
ア
フ
リ
カ
と
日
本
の
友
好
を

一
層
広
め
よ
う
と
す
る
主
旨
で
、

日
本
各
地
か
ら
応
募
さ
れ
た
児
童

画
と
ア
フ
リ
カ
の
子
供
達
の
絵
を

約
３
０
０
点
展
示
す
る
予
定
。
入

場
雅
料
。
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
市
民

広
場
下
車
。

●
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
で
は
、

弓
捧
詞
丙
○
缶
詞
口
冬
の
ボ
ー
ナ
ス

一
括
払
い
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ＢＥＡＵＴＹ
⑧輝く美のクイーン
真珠を手にニッコリ
１０月６日、ＡＢＣホールで選

出された' ８７ミス・ユニバース
日本代表３名と、’８６ミス・ユ
ニバースのバーバラ･ パラシオ
ス･ テイデ嬢が翌７日に田崎真
珠本社を訪れた。
今年は、ミス・ユニバース選
出が２度目だが、’８７日本代表
に選ばれたのは中国地区代表の
難波央江さん。ノートルダム清
心女子大に在学中の2 2 歳。準ミ
スは中務宏美さん( 2 1 ) 、布施野
清江さん( 2 2 ) のお二人。
あいにくとバーバラ嬢は足に

ケガをされ車椅子での本社見学
となったが、初めて見たという
真珠選定作業に目をシロクロ。
他の日本代表ミスたちとともに
笑顔を振りまき、華やかな雰囲
気で､ 田崎俊作社長らと歓談も。

P E O P L E〈5 0〉

灘鷺議

愚
。
今
年
の
秋
冬
流
行
を
先
取
り

す
る
に
も
先
立
つ
も
の
が
必
要
。

取
扱
金
額
は
最
低
３
，
０
０
０
円

か
ら
で
期
間
は
ｎ
月
５
口
ま
で
。

口
座
支
払
日
が
廻
月
訂
ｎ
と
な
っ

て
い
る
。

⑬
北
野
ク
ラ
ブ
で
塑
月
配
日
型
日

溺
日
の
３
日
間
、
ク
リ
ス
マ
ス
デ

ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
が
催
さ
れ
る
。
ゲ

ス
ト
に
外
人
ヴ
ォ
ー
カ
ル
を
迎

え
、
華
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な

り
そ
う
。
バ
ン
ド
は
お
な
じ
み
の

片
岡
学
と
エ
ス
カ
イ
ア
ー
ズ
。
シ

ョ
ー
タ
イ
ム
は
Ｐ
Ｍ
７
王
妬
か
ら

と
Ｐ
Ｍ
９
ｍ
知
か
ら
の
二
部
制

で
、
食
事
、
ド
リ
ン
ク
、
税
サ
込

シ
ョ
ー
す
べ
て
含
過
て
￥
２
０
，

０
０
０
と
な
っ
て
い
る
。
ご
予
約

は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

宮
２
２
２
１
５
１
２
３
ま
で
。

⑬ニューポートホテルより
クーポン券を
フラヮーロード南端のニュー

ポートホテルより、5 0 0 0 円のク
ーポン券を２名棟にプレゼント
します。ご宿泊にもレストラン
・ディナーにもご利用いただけ
ます。秋の夜長、一人で静かに
過ごすのもお２人で食事を楽し
まれるのもご希望次第。

寓蕊篭溌露蕊一: “ザ篭瀞撫犀､ 忠& 鰯
爵議瀧蕊鍵 ､ 弘一鍵蝋一…

墓:JjJJJ蝿：
⑮漢方料理の奥深さを理解

後藤亮〈謂童蔀ボ識謹＞
ニューポ･ - - 1 ､ ホテルで好評の“漢方宴

席”の立案者である後藤さんは今年で入
社1 9 年目になる。グルメ時代に応じ「美
と健康」を求めるハイクォリティに人気
の高い漢方料理だが、「材料が漢方薬だ
から微妙に化学変化しやすい。細心の注
意が必要なんですよ｡ 」と調理の苦心談
も。色々な人物に出会うことが今、とて
もおもしろいとか。神戸市北区在住。

１
１４７
１

P ＲＥＳＥＮＴ
ｍＲＮＥＲ

③ゴンチャロフ製菓から
チーズチョコレートを
クリームチーズのコクを生か

した全く新しい味覚のチョコレ
ートが誕生。チョコレートが癖
のない無水分のクリームチーズ
を包んで、プレーン、アーモン
ドペースト ､ アーモンド ﾛ ｯ ｸ
の３種類があります。２０個入
( ２千円) を1 0 名にプレゼント。

▼
応
募
方
法
、
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
束
町

ｍ
ｌ
ｌ
大
神
ビ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
ｎ
月
即

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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驚議議蕊蕊議灘綴議# 議議蕊識灘灘瀧譲鍵鍵議灘議議蔦議；

溌嬢& 蛎緬禅薦ｼ ﾘ 宇曇鶴異; 火館のある風議》

蕊
：

灘
§蕊報宇

箪癖

★ポケットの中の神戸シリーズ＜異人館のある風景＞

バスボーーート北野
ファッショナブル神戸・北野ガイド

好評発売中くポケット版．2 0 0円＞

神戸を彩るチャームポイント・北野。
これは北野界隈の妓新ガイドブックです。

＜目次＞
・異人館のある風景
・北野から山に海に
・北野３時間世界めぐりあい
・キタノわくわく面白ニュース

ｏパスポート北野エクセレントショップ2 0 0
真珠・宝飾・装身具
服飾・洋品
（如人服飾・紳士服飾・幅子e t c . ）

生活文化
（家具・インテリア・画廊・ギフトe t c ･ ）

菓子・パン・喫茶
日本料理
中華料理
世界の料理
（ステーキ・フランス料理・各国料理e t c . ）

ドリンキング

ホテル・旅館。観光ポイント
北野町界隈歳時記

可市中央区東町1 1 3 - 1 大神ビル９Ｆ雷( 0 7 8 ) 3 ３１．２２４６編集・月刊神戸っ子／発行・コミュニティーサービス㈱／神戸市中央区東町1 1 3 - 1
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月
加
日
に
は
、
ラ
・
ポ
ス
ト
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
国
産
ワ
イ
ン
が
、
ｎ

月
犯
日
に
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
空

輸
で
ポ
ジ
ョ
レ
ヌ
ー
ボ
ー
（
新

ワ
イ
ン
）
が
到
着
す
る
予
定
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
館
日
１
釦

日
ま
で
、
ボ
ジ
ョ
レ
ヌ
ー
ポ
Ｉ

ぴ
っ
た
り
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
も

用
意
さ
れ
て
い
る
。
（
５
千
円
税

別
）神

戸
で
３
軒
だ
け
と
い
う
ハ

イ
ネ
ケ
ン
の
生
ビ
ー
ル
も
な
か

な
か
好
評
。
加
代
の
浜
内
店
長

は
目
下
恋
人
募
集
中
と
か
。

回
神
戸
市
東
灘
区
本
山
北
町
３
１
３
１
Ｍ

パ
テ
オ
岡
本
１
Ｆ
衝
４
５
２
１
８
７
６
６

香ばしさ漂う店内

１
１４９
１

「
ベ
ル
ナ
ー
ル
ピ
ゴ
」
と
名

付
け
ら
れ
た
こ
の
店
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
片
田
舎
料
理
を
提
供
。

フ
ラ
ン
ス
料
理
と
言
え
ば
、

ち
ょ
っ
と
構
え
た
高
い
料
理
と

い
う
印
象
が
強
い
が
、
同
店
は

フ
ラ
ン
ス
人
の
日
頃
食
べ
て
い

る
料
理
が
中
心
だ
か
ら
、
料
金

も
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
１
５
０
０

円
１
３
５
０
０
円
、
デ
ィ
ナ
ー

タ
イ
ム
で
も
３
４
０
０
１
６
４

０
０
円
で
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
が

食
べ
ら
れ
る
。
サ
ー
ビ
ス
料
も

☆
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に

新
し
い
味
、
誕
生

美
味
し
い
ケ
ー
キ
で
有
名
な

〃
ピ
ゴ
〃
が
、
ポ
ー
ア
イ
の
市

民
広
場
前
に
、
ち
ょ
っ
と
し
ゃ

れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
を
こ
の
８
月

３
日
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

び
っ

シャレた店内

鍵ｆＩ簿;fi鍵驚 蕊

若
い
山
村
御
夫
婦
が
頑
張

落ちついた店造り

適
″

い
ら
ず
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
デ

ー
ト
コ
ー
ス
に
も
最
適
。

回
中
央
区
港
島
中
町
６
１
８
１
２
ジ
ャ
ヴ

ァ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
ー
Ｆ

宮
３
０
２
１
５
８
２
１
喫
茶
８
Ａ
Ｍ
Ｉ

的
Ｐ
Ｍ
レ
ス
ト
ラ
ン
Ⅷ
”
卵
Ａ
Ｍ
ｌ
２

Ｐ
Ｍ
５
”
鋤
Ｐ
Ｍ
Ｉ
川
Ｐ
Ｍ

☆
串
か
つ
も
ア
イ
デ
ア
の
時
代

第
一
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
１

Ｆ
に
、
串
か
つ
の
「
む
ら
お
か
」

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
肉
、
魚
介

類
、
野
菜
な
ど
旬
の
味
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
同
店
の
自
慢
は
な

ん
と
い
っ
て
も
〃
ト
ロ
ピ
カ
ル

串
か
つ
〃
／
・
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
や

マ
ス
カ
ッ
ト
、
バ
ナ
ナ
な
ど
ち

ょ
っ
と
意
外
な
素
材
が
串
か
つ

に
変
身
。
そ
の
他
四
季
の
素
材

を
ア
イ
デ
ア
い
つ
ぱ
い
に
ア
レ

ン
ジ
し
て
全
部
で
妬
種
類
。…悪電窪1 毒一% 、_ ．

自慢の串かつ

ビ
ー
ル
の
他
に
、
ワ
イ
ン

ま
ず
上
タ
ン
焼
（
１
２
０

ま
た
、
世
界
の
ウ
ィ
ス
キ
ー

が
ミ
ニ
ポ
ト
ル
で
楽
し
め
た

り
、
デ
ザ
ー
ト
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ

ト
が
サ
ー
ビ
ス
で
付
く
の
も
嬉

し
い
。「

食
べ
る
も
の
な
ら
何
で
も

串
か
つ
に
し
て
見
せ
ま
す
」
と

若
い
村
岡
章
宏
マ
ス
タ
ー
の
意

欲
あ
ふ
れ
る
お
店
だ
。

回
中
央
区
中
山
手
通
２
１
１
‐
羽

（
第
一
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
－
Ｆ
）

雷
３
９
１
１
５
４
７
０
（
日
・
祭
日
も

営
業
）

☆
ボ
ジ
ョ
レ
ヌ
ー
ボ
ー
を
待
つ

本
山
の
「
ラ
・
ポ
ス
ト
」
に

新
種
ワ
イ
ン
が
入
荷
す
る
。
、

０
円
）
と
移
る
。

グ
ル
メ
の
人
に
絶
対
お
す

０
円
）
か
ら
入
っ
て
、
上
ロ

っ
て
店
を
き
り
盛
り
す
る
。

炭
火
で
焼
い
た
肉
は
、
し
っ

と
り
と
舌
に
と
ろ
け
る
よ
う

や
各
種
果
実
酒
も
そ
ろ
っ
て

お
り
、
畳
敷
き
の
席
も
あ
る

の
で
、
今
年
の
暮
の
、
小
グ

１
ス
、
上
カ
ル
ピ
（
１
０
０

す
め
の
店
が
〃
味
楽
亭
″
だ

ル
ー
プ
で
の
小
宴
会
に
は
最

炭
火
焼
肉
・
生
鮮
料
理
専
門
店

味
楽
一
宗

中
央
区
中
山
手
通
３
丁
目
価
ｌ
旭

雷
２
４
１
１
２
８
１
８

Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
３
月
畷
定
休

（
日
・
祝
日
は
Ｐ
Ｍ
４
１
Ａ
Ｍ
Ｏ
）

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ
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昨
日
、
今
日
そ
し
て
明
日
」
と

題
し
、
都
市
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
る
。
パ
ネ
ラ
ー
／

荒
尾
親
成
、
小
松
益
喜
、
Ｗ
・
Ｄ
・
レ
ー

ン
、
武
田
則
明
、
安
田
丑
作
の
各
氏

園
主
催
旧
居
留
地
巡
絡
協
議
会

☆
「
八
十
の
手
習
」

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
の
、

金
井
元
彦
館
長
は
、
「
八
十
の

手
習
」
で
、
水
彩
教
室
に
入
り

絵
の
稽
古
を
始
め
た
。

と
、
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議

い
る
。

回
参
加
費
３
千
円
（
鉛
代
別
）

回
主
催
○
己
．
。
．
（
シ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
コ

ミ
ユ
ー
ー
ー
プ
イ
）

☆
旧
居
留
地
を
考
え
る

ｎ
月
岨
日
（
木
）
午
後
２
時
か

ら
農
業
会
館
で
「
旧
居
留
地
の

☆
県
文
化
賞
・
科
学
賞

社
会
賞
。
ス
ポ
ー
ツ
賞
決
定

欝
蕊

毒
褐
密
函
》
一
塁
》
鍵
》
峠
》
癌

口
文
化
賞
／
仙
口
誓
子
／
浅
井
弥
七
郎
／

小
笠
原
紫
暁
／
兼
行
武
四
郎
／
柴
田
旭
堂

／
竹
本
義
弘
／
土
肥
武
雄
／
元
永
定
正

口
科
学
賞
／
西
塚
泰
美
／
坂
本
千
秋
／
進

藤
明
夫
／
庭
野
一
久

口
社
会
賞
／
斯
蝋
画
己
／
施
川
棉
市
／
財

団
法
人
・
村
野
童
火
会

ロ
ス
ポ
ー
ッ
賞
／
県
立
氷
上
高
校
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
／
関
学
大
体
育
会
ワ
ン
ダ

ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
／
河
合
宗
太
郎
／
怒
谷

邦
弘
（
報
徳
学
園
商
陸
上
妓
技
部
監
督
）

敬
称
略
・
順
不
同

★
国
際
交
流
の
場
が
新
た
に
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
誕
生

皿
月
１
日
、
神
戸
国
際
交
流

サ
ロ
ン
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

そ
の
概
要
は
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
加
力

国
の
主
な
週
刊
・
月
刊
誌
な
ど

を
集
め
た
〃
書
籍
コ
ー
ナ
ー
〃
ホ

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

る
。
昭
和
三
十
七
年
に
兵
庫
県

知
事
、
六
十
七
才
で
参
議
院
議

員
、
七
十
三
才
で
国
務
大
臣
、

七
十
九
才
で
参
議
院
議
員
を
辞

任
し
た
と
い
う
ゆ
っ
た
り
し
た

あ
ゆ
み
の
内
容
か
と
思
う
と
さ

１
１５０
１

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
各
種
催
し

な
ど
の
〃
情
報
コ
ー
ナ
ー
〃
、
海

外
の
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
ビ
デ
オ

で
提
供
す
る
〃
映
像
コ
ー
ナ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
な
ど
完
備
。

国
際
化
の
拠
点
と
し
て
育
っ

て
欲
し
い
。

口
開
館
時
間
／
午
前
９
時
Ｉ
午
後
８
時
。

日
祝
は
午
後
１
１
６
時
。
口
辿
絡
先
／
０

７
８
１
３
０
３
１
０
０
３
９

☆
地
域
特
性
生
か
し
た
都
市
を

個
性
あ
る
街
づ
く
り
を
考
え

ｕ
月
妬
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

「
街
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

開
催
。
船
に
乗
っ
て
の
シ
テ
ィ

オ
リ
エ
ン
テ
ｉ
リ
ン
グ
や
フ
ォ

ー
ラ
ム
〃
街
づ
く
り
サ
ミ
ッ

ト
〃
、
パ
ー
テ
ィ
な
ど
が
予
定
。

レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
菊
地
由
紘

さ
ん
（
北
野
商
業
連
合
会
会

長
）
、
角
本
稔
さ
ん
（
神
戸
港

を
考
え
る
会
）
ら
を
予
定
し
て

国際交流サロン
Ｉ室の名‘他１
ﾌ ﾟ 、会ほ、〃
ロワ論ど１０の

英
文
タ

＝= 可云津一

高
福
祉
社
会
へ
の
実
践

わ
た
し
は
、
つ
れ
づ
ね
人
間
は
頭
で
理

解
し
た
こ
と
を
自
分
の
手
足
を
使
っ
て

実
践
し
て
こ
そ
、
真
の
理
解
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

先
般
、
こ
の
わ
た
し
の
考
え
を
裏
づ

け
る
手
紙
を
い
た
だ
き
脳
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

本
逆
動
が
、
こ
の
八
月
末
に
開
仙
し

た
「
第
十
四
回
市
民
の
禰
祉
訓
座
」
の

参
加
者
か
ら
で
す
。

「
こ
の
間
は
す
ば
ら
し
い
柄
祉
講
座

を
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

名
倉
啓
太
郎
、
田
中
澄
江
拙
師
の
お

話
、
そ
し
て
啓
発
映
面
「
う
ん
頑
張
っ

て
る
」
の
堀
部
さ
ん
の
姿
と
も
に
心
に

深
く
残
っ
て
お
り
ま
す
。

わ
た
し
の
受
け
た
感
動
を
鈴
鹿
の
方

方
に
知
ら
せ
た
く
、
公
民
館
を
か
り
て

十
一
月
十
六
日
（
日
）
に
パ
ネ
ル
展
示
と

映
画
を
上
映
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

お
手
数
で
す
が
無
料
貸
出
し
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
重
県
鈴
鹿
市
長
浜
正
子

こ
の
草
の
根
福
祉
連
動
の
ね
ら
い
と

し
て
、
ち
え
お
く
れ
の
問
題
に
つ
い
て

①
正
し
い
知
識
の
普
及
②
意
識
を
高

め
る
③
手
近
か
な
こ
と
の
実
践
の
三

本
柱
を
か
か
げ
て
い
ま
す
。

長
浜
さ
ん
は
、
こ
の
迎
助
の
ね
ら
い

ど
お
り
、
自
分
が
得
た
ち
え
お
く
れ
の

問
題
に
つ
い
て
の
知
撤
・
迩
誠
を
、
卿

分
の
地
域
社
会
へ
と
広
め
て
、
高
福
祉

社
会
づ
く
り
に
積
極
的
に
伽
い
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

衝
○
七
八
’
二
三
一
’
二
二
四

旧居留地の洋風ピル

妻
会
か
ら

誇
発
行
さ

毒
れ
た
。

卦
〃
緩
歩

権
残
筆
″

賑
に
書
か

原
れ
て
い

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動
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鷺，
盛畠

に
あ
ら
ず
烈
女
と
し
た
政
治
家

の
世
を
憂
う
若
々
し
い
想
念
の

書
で
、
明
治
世
代
の
気
骨
が
感

じ
ら
れ
、
二
十
一
世
紀
へ
の
人

口
問
題
、
教
育
、
福
祉
、
政
治
な

ど
〃
政
治
家
の
眼
″
は
鋭
い
。

九
月
二
十
二
日
神
戸
ポ
ー
ト

ピ
ア
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
出
版

記
念
会
も
、
約
六
百
人
が
集
い

貝
原
知
事
候
補
へ
の
配
慮
も
充

分
と
い
う
、
ふ
と
こ
ろ
の
深
い

人
柄
が
伺
え
た
。

☆
焚
鐘
の
響
き
に
似
て
…

〃
松
谷
武
判
個
展
″

「
パ
リ
へ
渡
っ
て
二
十
年
に
な

り
、
神
戸
で
の
個
展
は
六
年
ぶ

り
・
」
と
、
兵
庫
県
立
近
代
美

術
館
の
〃
具
体
美
術
″
展
に
も

合
せ
て
帰
国
し
た
松
谷
武
判
さ

開
催
。
黒
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
の

迫
力
あ
る
面
と
鉛
筆
の
一
線
一

線
の
緊
迫
感
が
、
白
い
画
面
の

中
で
究
極
の
勉
闘
を
く
り
展
げ

耗
鐘
を
打
つ
響
き
に
似
た
美
し

い
余
韻
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
パ
リ
か
ら
東
洋
を
凝
視
し
つ

づ
け
、
本
性
が
出
て
来
た
の
で

し
ょ
う
ね
」
。
東
洋
と
西
洋
の

間
で
闘
い
、
日
本
で
育
っ
た
資

鷺，

韻錐も端亨蝉驚

鍵
藍

作品の前で（松谷さん）
個画で－卜’十九ん
展廊元日十三月が
をで ' 町ま月日二、

「
ア
ト
リ
エ
・
サ
ル
ー
テ
」

と
名
称
さ
れ
た
こ
の
絵
画
教
室

は
、
毎
月
第
１
．
３
土
曜
日
の

午
後
２
時
１
４
時
半
、
午
後
５

時
１
７
時
半
の
２
回
開
校
。
内

容
は
裸
婦
・
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
等

人
物
像
を
中
心
と
し
た
木
炭
デ

ッ
サ
ン
。
会
費
は
１
回
５
千
円

で
誰
も
が
参
加
で
き
る
。

皿
お
問
合
せ
・
お
申
込
み
荷
２
５
１
１

９
１
０
６
サ
ル
ー
テ
北
野
又
は
、

君
６
７
１
ｒ
７
１
７
６
中
西
興
業
㈱

朝
田
ま
で

☆
ま
ん
が
〃
新
撰
組
″
参
上
〃
配

〃
ぐ
る
－
ぷ
新
撰
組
″
の
ま

ん
が
展
が
、
９
月
調
日
か
ら
肥

日
ま
で
、
三
宮
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
京
美
堂
画
廊
で
開
か
れ
た
。

質
を
、
鍛
え
ぬ
い
て
〃
松
谷
武

判
の
世
界
″
を
構
築
し
て
い

る
。
「
日
本
は
や
か
ま
し
く
な

っ
た
ね
え
」
と
、
言
葉
を
残
し

て
ハ
ワ
イ
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー

へ
旅
立
っ
た
。

☆
サ
ル
ー
テ
北
野
で

絵
画
教
室
開
校

北
野
の
白
い
異
人
館
前
に
あ

る
サ
ル
ー
テ
北
野
３
階
ホ
ー
ル

で
、
画
家
の
松
本
宏
神
戸
大
学

教
授
を
講
師
に
迎
え
、
絵
画
教

室
が
開
校
さ
れ
た
。

め
、
釦
歳

前
後
の

男
女
七

評
人
の
セ

好
。
も
ミ
フ
ロ

極
集
団
。

郡
神
戸
市

消
防
局

の
「
雪
」

指導する松本先生

李さんの仲介のお見合い

い＃肩介なといか
てを｜こい嘘進、
、頂信紹の行早

_Ｉ

非
常
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
南
と
北
の

区
別
な
く
韓
国
の
同
胞
の
た
め

に
走
り
ま
わ
っ
て
い
ま
す
」
と

大
は
り
き
り
だ
。

長
田
区
松
野
通
り
１
丁
目
７
ノ
ー
宮
叩

（
師
）
５
６
６
６

と
い
う
雑
誌
の
連
載
も
好
調

だ
。
似
顔
絵
や
、
メ
ル
ヘ
ン
調

の
絵
が
並
ぶ
前
で
、
メ
ン
バ
ー

●
●
■
●

の
内
だ
ま
さ
は
る
さ
ん
は
、
又
「

後
も
息
長
く
続
け
た
い
」
と
語

っ
た
。

☆
「
サ
ド
ン
ガ
ン
・
ハ
プ
シ
ダ

ノ
。
」

十
七
年
間
、
全
国
の
韓
国
人

の
結
婚
写
真
を
写
し
て
来
た
カ

メ
ラ
マ
ン
の
李
得
実
（
村
田
実
）

さ
ん
が
「
す
ず
ら
ん
（
良
縁
）

の
会
」
を
開
い
て
、
数
十
組
の

結
婚
仲
人
役
を
成
功
し
て
話
題

を
呼
ん
で
い
る
。
李
さ
ん
は

「
僕
が
四
十
才
で
若
い
せ
い

〃
新
撰
組
″
は
、
神
戸
の
須
磨

●
●
●

浦
ひ
ら
く
さ
ん
を
始
め
、
釦
歳

蕊愈

盛畠

１
３
０
０
円
Ｖ

『
淡
路
人
形
浄
瑠

璃
』淡

路
文
化
史
料

館
編古

典
芸
能
の
中

現
代
人
に
と
っ
て
、
肥
満
は
、
た
だ

単
に
健
康
的
な
問
題
を
問
わ
れ
る
に
留

ま
ら
ず
、
自
己
管
理
の
判
断
規
雛
に
な

る
、
社
会
的
な
問
題
に
な
っ
て
き
て
い

患
。
本
普
は
、
肥
満
を
科
学
的
に
分
研

し
、
た
だ
闇
雲
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
す
る
だ

け
で
は
い
け
な
い
こ
と
を
解
説
。

な
お
本
書
を
伽
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
応
募
先
／
神
戸
市
中
央
区
相
生
町

５
１
Ⅳ
１
６
カ
サ
ベ
ラ
神
戸
班
ケ
イ

・
エ
ル
・
ア
ー
ル
神
戸
っ
子
Ｓ
係

八
啓
明
沓
房
７
５
０
円
Ｖ

驚騨硬覇
蔦諏鼻哩･ 』

‘･‘
殿リ
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図
書

ガ
イ
ド

『
丸
本
明
子
詩

柵
鐸
一
峠
臓
醇
南
鵬

だ
け
で
書
か
れ
た

の
で
は
無
く
、
そ
れ
ま
で
生
き
て
き
た

人
生
の
中
で
、
〃
生
と
死
″
の
関
わ
り

あ
い
を
見
つ
め
て
き
た
者
の
、
魂
の
叫

び
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
作
船
渠

で
あ
る
。

「
虹
裂
」
「
路
而
」
「
牡
丹
」
と
愈
誠
的

に
価
潔
に
付
け
ら
れ
た
と
思
え
る
題
名

と
、
リ
ズ
ム
を
重
ん
じ
た
文
体
が
著
者

独
得
の
世
界
観
を
刈
り
あ
げ
て
い
る
。

八
芸
風
普
院
１
３
０
０
円
Ｖ

で
も
、
特
に
特
異
な
も
の
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
淡
路
人
形
浄
珊
璃
の
歴
史
や

特
色
等
を
、
簡
潔
な
文
章
と
美
し
い
写

真
で
解
説
し
た
力
作
で
あ
る
。

一
つ
一
つ
の
人
形
の
表
精
は
、
単
な

る
歴
史
の
重
み
と
は
い
え
な
い
、
人
間

の
梢
念
を
感
じ
さ
せ
、
思
わ
ず
魅
了
さ

せ
ら
れ
て
し
ま
う
。

八
淡
路
文
化
史
料
館
定
価
５
０
０
円
Ｖ

『
生
理
肥
満
、
更

躍
耀
》
認
銅
認
蟻
沓
蓉
劃
》
闇
は
》
》

1１
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こ
の
兵
庫
大
仏
は
明
治
二

十
四
年
に
兵
庫
の
豪
商
南
条

荘
兵
術
と
い
う
奇
篤
な
人
物

が
願
主
に
な
り
神
戸
の
市
民

と
と
も
に
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、
一
躍
神
戸
の
観
光
名
所

ビ
ュ
ｉ
シ
ン
グ
ル
の
『
ふ
れ
愛

讃
歌
』
（
テ
イ
チ
ク
）
は
、
そ
の

さ
わ
や
か
な
歌
声
が
買
わ
れ
、

画
識
蓉
準
計
湘
祥
諏
１
３
，
部
判
御
調
時
哩
才
の
時
か
ら
ジ
ャ
ズ
の
古
谷

２
部
午
徽
８
時
半
１
２
５
０
０
０
円
充
氏
に
師
事
、
３
年
目
に
念
願

■
お
問
い
合
せ
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
の
デ
ビ
ュ
ー
。
「
ア
イ
ド
ル
歌

ル
営
業
企
画
小
椿
ま
で

倉
３
０
２
１
１
１
１
１

☆
搾
坤
酔
御
綜
峠
座
詞
郵
雪
ん
権
祢
郡
師
畑
雄
鶏
誰
加
峠
世
華

が
９
月
別
日
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
。
く
あ
が
ら
な
か
っ
た
と
い
う
か

所
属
す
る
ド
ー
ム
企
画
（
倉
ら
天
性
の
ス
タ
ー
か
も
。

本
秀
和
代
表
）
が
新
人
育
成
の
★
や
っ
た
ぞ
Ⅱ
岨
・
棚
畑
完
歩

第
一
弾
と
し
て
リ
リ
ー
ス
。
デ
ュ
ー
ー
バ
ー
シ
ァ
ー
ド
の
マ
ラ

弓
も ☆

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で

今
宵
歌
を
堪
能
く
だ
さ
い

「
稲
ポ
ー
ト
ピ
ア
グ
ラ
ン
ド

ク
リ
ス
マ
ス
」
の
催
し
で
、
⑫

イ
ナ
ー
シ
ョ
ー
が
開
催
。

回
森
進
一
シ
ョ
ー
１
部
午
後
６
時
１
２

と
な
り
、
境
内
に
は
芝
居
小

神
戸
大
仏
の
建
立
を
屋
、
の
ぞ
き
、
勧
商
場
（
今

い
ま
、
「
兵
庫
の
大
仏
」
を
の
百
貨
店
）
や
商
店
が
軒
を

再
建
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
つ
ら
ね
、
一
年
中
終
日
大
い

一
活
溌
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
に
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

一
戦
前
、
日
本
の
三
大
仏
と
神
戸
は
最
近
、
ポ
ー
ト
ァ

雫
い
え
ば
、
東
大
寺
（
奈
良
大
イ
ラ
ン
ド
や
北
野
町
が
現
代

一
仏
約
十
五
米
）
、
高
徳
院
（
鎌
っ
子
た
ち
の
人
気
を
あ
つ
め

一
倉
大
仏
約
十
一
・
五
米
）
、
能
観
光
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い

一
福
寺
（
兵
庫
大
仏
約
十
一
・
る
が
、
残
念
な
が
ら
神
戸
の

一
五
米
）
で
あ
っ
た
。
原
点
で
も
あ
る
、
兵
庫
、
新

一
‐
，
‐
，
‐
‐
Ｉ
‐
Ｉ
‐
‐
‐
…
！
‐
！
‐
Ｉ
！
…
，
‐
‐
‐
！
’
…
：
‐
ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
１
１
‐
‐
‐
１
１
１
１
，

鍵
巽鵡餓
利は翌森日
の金２０進' ~ 、デ子日一念

花時計

「ふれ愛設歌」
（ユニオンレコード）￥7 0 0
アオとソのルシ現
中ンしンＣ住ヨ在
・ェてグＭ宅ナナ

ト
ー
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
‐
Ｉ

属
⑤
閃
国
弔
◎
ぬ
弓

１
１５２
１

、
箪
零

味
が
細
評
趣
認
洪
獅
癖
函
鋒
耐
鐸
塞
鋤
一

大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
、
サ
ン
ト
リ
１

Ｋ
Ｋ
社
長
の
佐
治
敬
三
氏
に
、
ド
イ
ツ

連
邦
共
和
国
功
労
勲
章
大
功
労
十
字
素

を
授
与
さ
れ
、
十
月
十
六
日
に
、
神
戸

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
総
領
鞭
館
に
お
い

て
エ
ベ
ル
ハ
ル
ド
・
バ
ウ
マ
総
領
事
よ

り
勲
章
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
社
会
党
委
員
長
土
井
た
か
子
を
さ
さ

え
る
女
た
ち
の
架
い
が
、
十
月
二
十
日

宝
塚
ホ
テ
ル
で
Ⅲ
か
れ
ま
し
た
。

☆
邦
舞
家
の
花
柳
芳
恵
一
子
さ
ん
の
新

住
所
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
〒
卸
神
戸

市
中
央
区
港
島
巾
町
三
丁
目
一
ノ
ニ
ノ

三
○
四
○
一
肴
○
七
八
（
三
○
三
）
三
○

八
七

★
建
築
家
の
武
田
則
明
さ
ん
（
武
爪
建

築
設
計
事
務
所
）
が
旧
居
留
地
の
大
典

ピ
ル
内
で
移
転
。
〒
卸
神
戸
市
中
央
区

播
磨
町
妬
大
典
ピ
ル
三
ノ
四
肴
（
○
七

八
）
三
九
二
－
○
八
九
九

☆
神
戸
二
紀
会
の
田
中
美
漣
さ
ん
が
移

転
さ
れ
ま
し
た
。
〒
剛
神
戸
市
中
央
区

中
山
手
通
二
丁
目
一
ノ
十
一
一
言
Ｉ
生

田
ピ
ル
四
Ｂ
官
（
○
七
八
）
三
三
二
’
四

八
九
六

★
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
港
野
千
秘
さ

ん
が
〃
フ
リ
ー
″
か
ら
「
ミ
ュ
ー
ズ
」

Ｋ
Ｋ
の
Ａ
・
Ｄ
・
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
・
Ｌ
Ｔ
Ｄ
〒
噸
東
京
都
港
区

新
橋
四
ノ
ー
四
ノ
三
エ
ム
エ
フ
新
橋
六

○
一
両
○
三
（
四
三
四
）
二
七
四
七
・
代

目
宅
〒
唖
東
京
都
新
宿
区
住
吉
町
四
九

・
一
・
三
○
一
言
（
○
三
）
三
五
一
１
三

九
五
六

☆
神
戸
モ
ー
ッ
ァ
ル
ト
ク
ラ
ブ
の
川
崎

啓
一
さ
ん
（
学
校
法
人
関
西
学
院
企
画

課
○
七
九
八
（
五
三
）
六
一
一
一
内
線
二

一
一
三
）
が
娠
居
。
〒
砿
神
戸
市
涯
区

日
足
町
二
丁
目
三
ノ
ー
七
朝
日
プ
ラ
ザ

六
甲
１
六
○
六
号
商
○
七
八
（
八
五
一
）

一
七
二
一

★
カ
メ
ラ
マ
ン
の
松
原
卓
也
さ
ん
が
、

久
保
田
敦
子
さ
ん
と
十
月
二
日
ギ
リ
シ

ャ
・
ロ
ド
ス
島
教
会
で
挙
式
。
十
月
十

八
日
神
戸
飯
店
で
披
露
宴
が
。
お
砂
で

と
う
。

市
民
広
場
に
姿
を
見
せ
た
の
は

５
日
朝
９
時
“
分
。
ト
ッ
プ
と

の
差
は
４
時
間
あ
っ
た
が
、
最

後
ま
で
ペ
ー
ス
を
守
り
、
自
分

を
信
じ
て
歩
き
抜
い
た
顔
は
充

実
感
に
満
ち
て
い
た
。

開
地
界
隈
は
往
年
の
賑
わ
い
一

が
な
い
。

ひ
と
つ
に
は
神
戸
っ
子
の
一

心
意
気
を
示
す
、
精
神
文
化
一

の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
べ
き
一

兵
庫
大
仏
、
む
し
ろ
神
戸
大

仏
と
い
い
た
い
、
の
復
活
。

更
に
は
日
本
三
大
仏
の
復
活

に
よ
る
観
光
ポ
イ
ン
ト
を
創

り
兵
庫
界
隈
の
回
復
を
め
ざ

す
な
ど
、
神
戸
市
民
に
と
っ

て
大
き
な
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
市
民
が
連
帯
し
て

今
行
動
を
起
す
べ
き
だ八

Ｙ
Ｖ

ソ
ン
コ
ー
ス
を
一
晩
か
け
て
歩

こ
う
と
い
う
催
し
が
、
神
戸
市

青
少
年
会
館
の
呼
び
か
け
で
行

わ
れ
た
。
加
月
４
日
夜
９
時

半
、
最
年
長
船
歳
を
含
む
、
総

勢
妬
名
が
元
気
い
つ
ぱ
い
に
、

総
合
運
動
公

園
を
ス
タ
ー

雌
卜
。
足
に
豆

手
を
作
り
な
が

／
ら
最
後
の
一

浬
人
が
、
ゴ
ー

煙
ル
の
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
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大谷

糠

華
建
誕
と
骨
細
岬
悔
鑑
準
樗
皿
聡
評
樟
窪
確
軸

本
西
谷
－
ナ
ー
で
あ
る
中
西
興
業
の
中
西
健
二

松
中
大
社
長
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

、
大
谷
松
本
先
生
と
中
西
社
長
と
の
ご

－
Ｖ
関
係
は
？

幸三く声楽家〉
健二<中西興業社長〉
晃世く大谷徳風社社長＞

岨こころの
歳時記 歌は楽しく歌いたい

松
本
中
西
社
長
は
元
来
、
音
楽
や
美

術
な
ど
芸
術
に
大
変
理
解
あ
る
方
で
、

そ
う
い
っ
た
芸
術
家
や
文
化
人
が
気
軽

に
集
ま
れ
る
場
を
と
い
う
こ
と
で
、
サ

ル
ー
テ
北
野
を
つ
く
ら
れ
た
ん
で
す
。

地
階
に
レ
ス
ト
ラ
ン
、
１
階
が
お
土
産

物
屋
、
２
，
３
階
が
多
目
的
使
用
の
サ

ロ
ン
に
な
っ
て
い
ま
し
て
音
楽
や
絵
画

: 蕊悪識霧錨蝿瞬鍛擬3 舞鯛f 錨懇篭蕊無甥侭鯉熱唱蜂! ：

中西健二さん 松本幸三さん社長

篭

本
社
／
神
戸
市
長
田
区
松
野
通
１
１
皿
－
浬 せ汲募

153

茸
０
７
８
１
６
２
１
１
０
０
８
９

鈴
蘭
台
支
店
／
倉
０
７
８
１
５
９
２
１
５
４
８
５

遂
げ
る
の
を
目
前
に
し
て
「
私
も
も
っ

と
し
っ
か
り
し
な
く
て
は
」
と
、
こ
こ

に
来
る
の
が
感
動
の
毎
日
だ
と
言
っ
て

い
ま
す
。

大
谷
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す

ね
。
私
も
聴
く
の
は
好
き
な
ん
で
す

が
、
自
分
で
歌
う
と
な
る
と
大
変
で
…
。

中
西
人
間
は
何
か
精
神
を
打
ち
込
む

こ
と
が
で
き
る
も
の
、
そ
う
い
っ
た
も

の
を
趣
味
に
持
た
な
い
と
生
き
る
活
力

が
湧
い
て
き
ま
せ
ん
。

松
本
何
か
趣
味
を
持
つ
こ
と
は
精
神

的
に
も
い
い
こ
と
で
す
。

こ
の
３
階
の
ホ
ー
ル
で
は
、
兄
貴

（
松
本
宏
）
が
デ
ッ
サ
ン
教
室
を
開
い

て
い
ま
す
。
〃
熟
女
塾
″
の
メ
ン
バ
ー

も
殆
ど
そ
こ
の
生
徒
な
ん
で
す
よ
。
み

な
さ
ん
絵
も
大
変
う
ま
く
て
…
。

中
西
音
楽
と
美
術
に
は
相
関
関
係
が

あ
る
ん
で
す
ね
。

松
本
日
本
は
幼
少
の
頃
か
ら
い
ろ
ん

な
習
い
事
を
や
ら
せ
過
ぎ
で
す
。
大
人

に
な
っ
て
か
ら
で
も
い
い
で
す
か
ら
、

自
分
の
本
当
に
や
り
た
い
事
を
す
る
こ

と
が
本
来
の
姿
で
あ
り
、
大
切
な
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

の
教
室
が
開
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
。

中
西
音
響
設
備
な
ど
は
松
本
先
生

の
指
導
に
よ
っ
て
素
晴
ら
し
い
も
の

が
出
来
ま
し
た
。

大
谷
松
本
先
生
は
現
在
こ
こ
で
、

〃
熟
女
塾
″
と
い
う
教
室
を
な
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

松
本
ム
ー
ド
の
い
い
所
で
歌
を
習

い
た
い
と
い
う
人
の
た
め
に
始
め
ま

し
た
。
僕
よ
り
年
上
の
女
性
．
の
方

に
、
青
春
時
代
に
歌
え
な
か
っ
た
愛

の
歌
な
ど
を
教
え
て
い
ま
す
。

中
西
先
生
の
教
え
方
に
は
押
し
つ

け
が
な
い
。
そ
の
人
の
好
き
な
曲
を

歌
わ
せ
て
あ
げ
る
。
歌
は
楽
し
く
歌

い
た
い
で
す
よ
ね
。

松
本
歌
謡
曲
で
も
ち
ゃ
ん
と
し
た

歌
い
方
を
す
れ
ば
芸
術
。
全
員
で
コ

ー
ラ
ス
を
や
っ
て
、
徐
々
に
一
人
で

歌
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
ん
で
す
。

大
谷
一
度
私
も
参
加
し
て
み
た
い

で
す
ね
。

中
西
こ
の
教
室
に
来
れ
ば
命
は
加

年
延
び
る
。
先
生
の
話
に
笑
い
す
ぎ

て
顔
の
雛
も
伸
び
る
。
（
笑
）

松
本
歌
う
こ
と
で
、
胃
の
調
子
の

悪
い
の
が
治
っ
た
人
も
い
る
ん
で
す

よ
。私

の
娘
も
こ
の
教
室
に
ピ
ア
ノ
伴

奏
を
し
に
来
て
る
ん
で
す
が
、
自
分

の
母
親
ぐ
ら
い
の
年
齢
の
生
徒
さ
ん

が
精
一
杯
練
習
し
て
急
速
な
進
歩
を

全
葬
連
認
定
葬
祭
専
門
ざ
資
絡
承

燕
式
会
誰
天
谷
徳
風

蕊
拳
鳶
技
天
谷
亮

全
圃
葬
祭
事
業
協
同
組
合

神
戸
葬
祭
事
業
協
同
組
合
理
事

神
戸
市
規
格
葬
儀
取
扱
指
定
店
理
事
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